






研究目的 

methemaIburninemiaは皮膚,血清および尿の色が褐青色又はbronze様を呈する稀な疾患で

あり,その発生には溶血亢進とヘモグロビン分解産物のキャリアー蛋白が関与している。 

新生児ではその症状が光線療法に合併するいわゆるbronze baby syndrome に類似し鑑別す

べき重要な疾患である。 

今回,我々は2例のmethemalbuminemiaを経験したのでその発生とrisk factorを明らかに

するためヘモグロビン分解産物のキャリアー蛋白のうち hemopexin の母体血とその新生児

の臍帯血濃度の関係および早期新生児の血中濃度を測定し検討したので報告する。 

症例 1.在胎 41 週 1 日,出生体重 2452g の SFD 児で,前置胎盤と早期剥離による胎児仮死が

あり帝王切開にて出生した。その後重症仮死,胎便吸引症候群,胎児循環遺残の診断の下に

トラゾリン,デカドロン,フェノバール等の薬剤を授与され,症状は改善したが,肺出血と消

化管出血を合併した。日令 3,血清ビリルビン値は 3.8mg/dl にもかかわらず皮膚および尿

の色が bronze 様を呈した。 

症例 2.在胎 40 週 4 日,出生体重 2602g,吸引分娩で出生した児で,アプガールスコアは 10

点であった。出生児より巨大な両側頭血腫と laryngomalacia による軽度の呼吸障害を呈し

た。経過中著明な貧血はなく,又最高血清ビリルビン値は日令 4 で 10 ㎎/dl であった。し

かし日令 16 頃より皮膚色がブロンズ様を呈した。 


